
　 年

項目

月

 項目

年

施設 項目

4 7 162 5 67合　　　計 2 6 0 0 1

不 明

そ の 他

家 庭

仕 出 屋

1 1

1 46

製 造 所

販 売 店

3 20

患者数 件数 患者数 件数 患者数

旅 館

集 団 給 食

飲 食 店 2 6

R2 R3 R4 R5

1 4 7 162

R6

件数 患者数 件数 患者数 件数
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（３）原因施設別

患者数 3 8 46 1

1 1
R6

件　数 1 1 1

4 6

11
R5

件　数 2 1

R4

患者数 61 7 84

2

患者数 4

1件　数

R3
件　数

患者数

R2
件　数

患者数 3

1 1

3

（２）月別

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（１）年別

R2 R3 R4 R5 R6

患　者　数 6 0 4 162 67

件　　数 2 0 1 7 5



年

項目

年

項目

4 7 162 5 67合　　　　　計 2 6 0 0 1

4 3 19 4 211

不 明

そ の 他 1 3

ふ ぐ 料 理

会 席 料 理

弁 当 類

寿 司

中 華 料 理 1 3

仕 出 し 料 理

4 143 1 46

丼 物

給 食

患者数 件数 患者数 件数 患者数件数

穀 物 及 び そ の 加 工 品

原因食品 件数 患者数 件数 患者数

（５）原因食品別

R2 R3 R4 R5 R6

1 4 7 162 5 67合　　　　計 2 6 0 0

不 明

ヒ ス タ ミ ン

そ の 他 の 寄 生 虫

ク ド ア ・ セ プ テ ン プ ン ク タ ー タ

動 物 性 自 然 毒

1 1植 物 性 自 然 毒

そ の 他 の ウ イ ル ス

3 68 2 54ノ ロ ウ イ ル ス

そ の 他 の 細 菌

病 原 大 腸 菌

腸 管 出 血 性 大 腸 菌

4 2 12 2 12
カ ン ピ ロ バ ク タ ー
ジ ェ ジ ュ ニ ／ コ リ

1 3

サ ル モ ネ ラ 属 菌

1

セ レ ウ ス 菌

ウ エ ル シ ュ 菌 1 78

件数 患者数 件数 患者数件数

腸 炎 ビ ブ リ オ

ぶ ど う 球 菌 1 3 1 4

（４）病因物質別

R2 R3 R4 R5 R6

細 菌 2 6 0 0

病因物質 件数 患者数 件数 患者数

1 4 4 94 2 12

患者数



番
号

発生
月日

原因
施設

原因
食品

摂食
者数

患者
数

死者
数

措置等

1 1月5日
飲食店
営業

1月3日
の食事

3 3 0
営業停止

1日間

2 2月18日
飲食店
営業

2月17
日、18
日の食

事

8 8 0
営業停止

1日間

3 3月6日
集団
給食

3月5日
の夕食

76 46 0
業務停止

2日間

4 6月20日 家庭

きのこ
の炒め
物（オ
オシロ
カラカ
サタケ）

1 1 0

・患者に対し
て野生きの
この危険性
の説明
・報道提供
・市ホーム
ページでの
啓発
・公園管理
者へ看板や
ホームペー
ジでの注意
喚起依頼

5 10月11日
飲食店
営業

10月10
日の食

事
10 9 0

営業停止
2日間

ノロウイルス（GⅡ.4）

　感染症対策課を通じて、市内
社会福祉施設から多数の食中
毒様症状を呈している者がい
る、との届出があった。
　調査したところ、調理従事者が
先行発症しており、患者及び当
該調理従事者の検便からノロウ
イルスが検出されたことから、食
中毒と断定した。

植物性自然毒

　市内医療機関から、きのこを喫
食したことによる食中毒が疑われ
る患者を診察した、との届出が
あった。
　調査したところ、患者は市内の
公園で採取したきのこを自宅で
調理、喫食し、腹痛及び嘔吐症
状を呈した。また、専門家にきの
こ（患者が所持していた画像）の
鑑定を依頼した結果、当該きの
こがオオシロカラカサタケである
と推察された。

カンピロバクター
・ジェジュニ

　市内在勤者から、市内の飲食
店を職場の同僚と利用したとこ
ろ、複数名が食中毒様症状を呈
している、との届出があった。
　調査したところ、患者の検便か
らカンピロバクターが検出された
こと、カンピロバクター属菌の潜
伏期間内に当該施設以外では
未加熱の鶏料理を喫食していな
いことから、食中毒と断定した。

ノロウイルス（GⅡ.4）

　府内保健所を通じて、堺市内
の飲食店を3家族で利用したとこ
ろ、複数名が食中毒様症状を呈
している、との届出があった。ま
た、当該施設を別日に利用した
複数の利用客が同様の症状を
呈していることが判明した。
　調査したところ、患者らの共通
食は当該施設以外にないこと、
患者及び調理従事者の検便か
らノロウイルスが検出されたことか
ら、食中毒と断定した。

（６）令和6年　食中毒事件発生状況一覧表（堺市内発生分）　（5件）

病因物質（型別等） 概要

カンピロバクター
・ジェジュニ

　府内保健所を通じて、堺市内
の飲食店を友人と利用したとこ
ろ、全員が食中毒様症状を訴え
ている、との届出があった。
　調査したところ、患者の検便か
らカンピロバクターが検出された
こと、カンピロバクター属菌の潜
伏期間内に当該施設以外では
未加熱の鶏料理を喫食していな
いことから、食中毒と断定した。


